
（別紙４）

～ 令和7年2月1日
（対象者数） 8 （回答者数） 5

～ 令和7年1月10日
（対象者数） 5 （回答者数） 5

～ 令和7年2月1日
（対象数） 6 （回答数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

環境の違いや立場を理解した上でコミュニケーションを図り
ながら、信頼関係の構築に努めていく。

2

保育所等訪問支援の訪問員だけではなく、直接支援に携わる
職員が、今後の支援の統一に向けてしっかり取り組むことを
意識していく。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

事業所側から積極的な情報発信として、ホームページに詳細
を掲載する。また保育所等訪問支援を必要としている方がい
ないか把握するための方法については、今後検討していく。

2

3

○事業所名 こども発達支援センター虹

○保護者評価実施期間 令和7年1月6日
○保護者評価有効回答数

令和6年12月25日
○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年2月14日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数
○訪問先施設評価実施期間 令和7年1月6日

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

ホームページや月1回配布している広報誌に具体的な活動内容
を掲載できていない。

保育所等訪問支援の具体的サービス内容については、利用前に
ご家族から要望があった時に説明をしている。

保育所等訪問支援の様子を保護者や担当の相談支援専門員へ具
体的に伝えている。

こども園での普段の活動状況や取り組み、お友達との関わりに
ついて、保護者や相談支援専門員に詳細を報告をするよう心が
けている。

併用している利用児に関しては、保育所等訪問支援へ行くこと
で、当事業所での活動の様子やお友達との関わり方、ご家族か
ら聞いているお家の様子を伝えることができる。保護者、支援
に携わるスタッフで情報共有を行い、支援について考えること
ができる。

お互い分からないことや困っていることを確認しながら、どの
ように関わるか検討することができる。また併用している利用
児に関しては、事業所職員に対してもこども園での様子や取り
組みについて報告している。

事業所における自己評価総括表公表


